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グラフや図は書けるときは書く.
→ 特殊性に気付きやすくなる. 求める中心は（r,r）と表される。

いま、00ABの面積Sは

。

!

！2n

円の半径を""とすると、

2 . B S=I×1×2=1 である。i t 直角三角形IT
ここで、三平方の定理より

AB=|㓁マニA なので、

rを用いてSを表すと
い）考 え 方 の 図 學 にI（けいは）に韭内接円の半径求めたら
（中心の座標が求められ
る。 よって 3「えーー5r=1
三角形の面積を経由する頻出テーマ に、2_=EE2



を得るので、 中心の座標は 両辺正より2乗しても同値。
5に（3に2）2（ 2 𦥯 ，

となる。
に 3 r + I = 0

☆接線の長さを使ってもすぐ求められる.

uy

に社「一
→2つ出
てい
て、○

考え方のに）を見越してーーにげにげな 外から接するケース
も含まれる！

① と同様に半径をr、中心を（r.r）と
お、。→ぁと何が決まればいいか？ |→ ABと円が接すること！

！韱...
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（設定は省略） （内側から）

直線ABの式は y=一21/+2より、
円とABが接する条件は、 題意に適するのはにt （以下略）

1 2 r + r - 2 |

r = 一 、 =f13に2| r=tが（2）に活きてくる.



この円と直線ABが2つの交点を持つ
条件は、
1352--1 < s ←（1）の考え方②※邇.fr が 使 い

⇐>（352）2<52 （というか解もわか
る）

⇐> 5 - 3 5 + 1 < 0

←→ 3-5_「as a E E円が動くので、作戦としては、 2 112］完了 .
D円を設定←変数が必要 これはS>0を満たす。｛DABと2点で交わ
る条件を考える このもとで、

PQ2を考えると、←2乗の
方が③ PQをmaxにする . 考えやすい

題意より、正の実数sを用いて、 三平方の定理より、
円の中心は（S.S）、半径はSと表せる。 pが4（5-パーで》 獮○

1変数でOk.D終了. 一 分 の 2 乗



pが4（5-パに21-D
=4（5-95+4

!

）

= -162+が-16_
=一が（（s.IF E） となるので、

-.-範
囲での
最匊はS=Iのときの4である。

ここで、最_大のときPQ（70）も
最大となるので、PQの最大値は二，
である。


